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●
現
地
調
査

小
学
校
の
施
設
整
備
は

　

世
羅
小
学
校
・
せ
ら
ひ

が
し
小
学
校
の
施
設
整
備

状
況
は
、
本
体
工
事
を
、

ほ
ぼ
完
了
し
、
内
装
工
事

に
着
手
し
て
い
た
。

　

甲
山
小
学
校
は
一
部
２

階
の
た
め
本
体
工
事
完
成

は
２
月
末
に
な
る
。
ど
の

施
設
整
備
も
工
期
は
２
月

末
な
の
で
問
題
は
な
い
。

●
事
務
調
査

小
学
校
統
合
準
備
は

　

通
学
距
離
３
㎞
以
上
は

バ
ス
通
学
の
対
象
と
な

る
。
12
月
15
日
に
９
業
者

に
よ
る
入
札
が
行
な
わ
れ

た
。
コ
ー
ス
は
、
世
羅
が

７
路
線
・
せ
ら
ひ
が
し
が

５
路
線
と
な
る
。
国
県
補

助
が
５
年
間
は
あ
る
が
、

そ
の
後
も
継
続
補
助
を
要

望
し
て
い
る
。

閉
校
後
の
施
設
利
用
は

　

対
象
の
６
校
す
べ
て
か

ら
、
Ｈ
22
年
８
月
建
物
の

利
活
用
の
要
望
書
が
提
出

さ
れ
た
。
世
羅
町
公
有
財

産
利
活
用
検
討
委
員
会
で

検
討
中
。
課
題
を
整
理
し

利
活
用
計
画
を
作
成
さ
れ

る
。地

域
防
災
計
画
は

　

世
羅
町
地
域
防
災
計
画

は
Ｈ
19
年
に
策
定
さ
れ
、

災
害
対
策
の
基
本
方
針
と

し
て
運
用
し
て
い
る
。
７

月
の
豪
雨
災
害
対
応
の
検

証
を
行
い
、
個
別
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
必
要
性
を
認
識

し
「
世
羅
町
職
員
初
動
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
す
る

こ
と
と
し
た
。

　

Ｈ
22
年
度
は
風
水
害

編
、
Ｈ
23
年
度
は
地
震
編

を
策
定
し
、
Ｈ
24
年
度
に

こ
れ
ら
の
個
別
マ
ニ
ュ
ア

ル
と
関
連
づ
け
て
地
域
防

災
計
画
の
改
正
を
行
な
う

予
定
で
あ
る
。

新
年
度
の
予
算
は

　

Ｈ
23
年
度
当
初
予
算
編

成
方
針
を
調
査
し
た
。
最

小
の
経
費
で
最
大
の
効
果

が
得
ら
れ
る
よ
う
、
子
育

て
・
住
民
自
治
・
健
康
・

環
境
・
農
業
・
教
育
に
特

化
さ
せ
健
全
な
財
政
基
盤

を
確
立
し
事
業
計
画
の
見

直
し
を
図
る
。

デ
マ
ン
ド
交
通
は

　

地
区
別
利
用
者
は
大
見

・
西
大
田
・
津
名
・
東
地

区
の
順
に
多
い
。
降
車
場

所
は
世
羅
中
央
病
院
が
圧

倒
的
に
多
く
、
医
療
機
関

が
上
位
を
占
め
て
い
た
。

課
題
の
、
町
外
へ
の
交
通

手
段
は
地
域
公
共
交
通
会

議
へ
の
協
議
が
必
要
で
あ

る
。

　

Ｈ
12
年
の
地
方
分
権
一

括
法
で
、
国
の
権
限
や
財

源
を
地
方
に
移
し
、
住
民

に
身
近
な
事
は
、
市
町
や

県
が
行
な
い
、
国
と
地
方

の
公
共
団
体
が
分
担
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
自
治
体

の
権
限
は
拡
大
し
、
町
民

の
負
託
に
応
え
る
責
務
を

負
っ
て
い
る
、
議
会
の
役

割
も
よ
り
重
要
と
な
っ

た
。　
　
　
　

　

議
会
は
、
自
治
体
の
重

要
事
項
を
審
議
、
議
決
す

る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
政

策
立
案
・
行
政
監
視
・
会

議
や
情
報
の
公
開
な
ど
、

住
民
参
加
と
交
流
を
重
ん

じ
る
役
割
を
、
最
大
限
に

発
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

議
員
自
ら
が
創
意
と
工

夫
を
積
み
重
ね
町
民
に
わ

か
り
や
す
い
「
真
に
開
か

れ
た
議
会
」
を
目
指
す
。

議
会
の
役
割
や
、
議
会
運

営
の
基
本
原
則
を
再
構
築

し
、
世
羅
町
議
会
に
と
っ

て
本
当
に
必
要
な
事
項
を

調
査
を
す
る
。

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

報告します

総
務
文
教
常
任
委
員
会

甲山小学校屋内運動場工事を視察
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●
現
地
調
査

　

役
場
南
側
川
口
地
区
の

下
水
道
管
新
設
工
事
を
現

場
視
察
。

　

開
削
工
法
で
順
調
に
進

ん
で
い
る
。

●
事
務
調
査

　

認
可
区
域
は
高
齢
化
が

進
み
、
今
後
地
元
の
意
向

を
勘
案
し
な
が
ら
幹
線
を

埋
設
す
る
必
要
が
あ
り
、

委
員
会
と
し
て
も
調
査
し

て
い
く
。

公
共
下
水
道
事
業
調
査
特
別
委
員
会

●
現
地
調
査

①　

賀
茂
瀬
戸
内
山
地
内

世
話
人
か
ら
出
さ
れ
た

「
土
石
流
防
止
対
策
事
業

の
実
施
に
つ
い
て
」
要
望

箇
所
を
視
察
。

　

こ
の
地
区
は
大
雨
の

際
、
土
石
流
が
発
生
し
、

用
水
路
・
農
地
・
倉
庫
な

ど
へ
流
入
し
、
処
分
に
大

変
苦
労
し
て
い
る
。
防
止

対
策
の
方
法
な
ど
調
査
し

た
。

②　

大
阪
を
本
社
と
す
る

ヤ
ン
マ
ー
㈱
が
、
１
０
０

％
出
資
す
る
「
ヤ
ン
マ
ー

ア
グ
リ
イ
ノ
ベ
イ
シ
ョ
ン

株
式
会
社
」
を
、
９
月
１

日
に
設
立
し
、
農
業
参
入

し
た
。「
持
続
可
能
な
農

業
生
産
の
実
践
」
を
テ
ー

マ
に
、
国
営
大
谷
団
地
の

３
農
家
か
ら
５
圃
場
４
・

６
ha
を
利
用
権
設
定
、
よ

り
低
コ
ス
ト
の
野
菜
生
産

を
行
う
。
農
業
外
企
業
や

農
業
者
を
受
け
入
れ
大
規

模
野
菜
生
産
の
研
修
所
を

開
設
し
た
。
県
の
雇
用
基

金
事
業
が
導
入
さ
れ
て

る
。

●
事
務
調
査

①　

世
羅
西
地
域
の
可
燃

ゴ
ミ
の
収
集
業
務
は
直
営

で
運
営
し
て
き
た
が
、
Ｈ

23
年
度
か
ら
全
面
委
託
と

す
る
説
明
を
受
け
た
。

　

一
般
廃
棄
物
処
理
業
等

の
合
理
化
に
関
す
る
特
別

措
置
法
に
よ
る
処
置
。
Ｈ

21
年
か
ら
公
共
下
水
道
が

供
用
開
始
さ
れ
た
こ
と
が

主
な
要
因
。

②　

尾
道
松
江
線
の
一
部

供
用
開
始
後
の
状
況
は
平

日
２
千
７
０
０
～
３
千
８

０
０
台
。
休
日
６
千
３
０

０
～
７
千
８
０
０
台
の
利

用
。
交
通
事
故
の
発
生
は

12
月
9
日
現
在
2
件
の
物

損
事
故
。
消
防
関
係
は
、

原
則
町
境
を
基
準
と
し
て

三
原
市
・
尾
道
市
消
防
の

管
轄
で
の
対
応
。
警
察
関

係
は
「
高
速
隊
」
の
管
轄

で
IC
へ
の
進
入
路
内
で
の

事
故
は
、
世
羅
署
も
出
動

す
る
。

③　

米
の
個
別
所
得
補
償

制
度
は
、
対
象
農
家
２
千

１
３
１
戸
に
対
し
て
１
千

６
１
６
戸
が
申
請
。
年
内

支
払
い
希
望
者
は
１
千
１

２
９
戸
で
定
額
部
分
１
万

５
千
円
部
分
で
２
億
３
千

２
０
０
万
円
程
度
で
あ

る
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

賀茂瀬戸山土石流防止要望現地調査

R184下水道工事現地調査


